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E:至三ニコ  事業所における自己評価総括表

カラーズFC柳

'

令和 8年  3月  1日 令和 8年  3月  31日

(対象者数 ) 41人 (回答者数 )
3 5り、

令和 8年  3月  1日 令和 8年  3月  31日

(対象者数 ) 10名 (回答者数 ) 10名

令f88年  4月  25日

0分析結果

工夫 してい るこ とや意識 的 に行 つているユ綱等

1

サツカー療育という強み(ルールをする 気持ちのtDつ替え
体力向上 )を基にした保護者からの安心 満足 迅速な対応と
いう]ミ ュニケーションを軸 とした保護者からの信頼

サッカー技術の強イヒ 指増や支援の質の向上の為の勉強会
毎日行う事例検討や 繭 共有をもっての 東護者対応 .

狙談支援体制の■凍さ 細やかさをよつ多層化 し情報提供や

カウンセ リング機能の強イヒを図る.

2

サッカー以外で児童が楽しいと思える活動内容の充実度。イ

ベントを通 t′て社会経験の拡充へ繋げる

全職員でアイデアを出し合い 旦つ児童に要望を聞き反映
している

ル域との交流もさらに組み込み
-1の

秘会を増やすこと

で生活 じやすいI‐■を整えなからソーシヤリレスキルlr獲得に

乗げる .

3

現在評価を写ている児童保護者の安 .いを得る丁寧な説明・ j応

を全職員が唯■継読出来る事業所内の風通 じ 雰日気の良

■

児童 保護者 職員全での心理的な安全性を確保できるよう
些細なことでの気付さ 受容 共感を皆で実践 している。

組織として仕組みを確立 し 習慣化 していく 不安や心配が

な くなるように対人援助を向上させていく.

|ま讐に高けて必要な取組や工未が必EIB点等

1

地域交流 保護者F.5交流の少なさ。家庭での支援力を高める

家庭支援プログラム等の勉強会 研修会の開催が必要

直長支援の優先 限られた時間と人員の確保が出来てしヽな

かった .

また感染症対策から集団行事を控え気味にしていたことも要

因

[交流の場を定期 的に開催することIJ必要 外部講 :

たヽ り 職員によ てみる

2

3

●事業所 名

●保護者評価実施期間

●保護者評価有効回答数

●従業者評価実施期間

O従業者評価有効回答数

0事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み (ヽ)だと思われること
ズより強化 充実を図ることが期待されること さらに充実を図るための取組等

事業所の弱み (× )だ と思われること
事業所として考えている課題の要因等



(男 Jイ鴎5)

公表   事業所における自己評価結果

公表口 令和 8年 4 月 27日

`ま

もヽ

環

境

　

体

制

整

備

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で迪切であるか。 フ 3

カーテンで部屋を区tT.る ことが出来るように

している

児童の数が1曽えるとかなり手狭になつている

為物を片付けスペースを広く取れるようにして

しヽる

2 利用定員やこともの

"誤
等に対して 職員の酉暗 数は適切であるか . 10 ll

3

生活中間 ま こともにわかつやすく構造化された環境になっている
か また 事業所の設備等は 障害の特性に応 し 八リアフリーイしや
清報伝達等 環境 い 配慮が適TJlに なされているか

7 3

元託児所の建物を使用 している為 大きな

段■は少ない.児量の活動通路|[物 ‐・ 置かなし

ようにしている

外階段がある為 滑 り上めの設置を検討中 .

生活空間は 肩潔で 心地よく過ごせる阜境になっているか また
ことも達の活動に合わせた空間となっているか

10 0

掃除活動も通宣織 り込み児童と●|に心地よい

生活空鵬の確保を意識している

必要に応して こどもが個別の音F屋や場所を使用することが認められ
る環覧になっているか

10 0

業

務

改

善

業務改善を進めるためのPDCAサ イクリレ (日標設定と振り退り)に

広く職員が参画してぃるか
8 2

職員会議等で共有を図っている 全職員が内容を把握 共有出来るよう説明都

時行う

保護者向け評価表によつ 保護者等の意向等を把握する機会を設けて
おり その内容を業務改善につなけているか

9

職員会議等で業有を図つ随時確認している ,職員か意見を出し合い振り返りや内容改善こ

さらに■める必要はある

職員の意見等を把握する機会を設けており その内容を業務改善につ

なけているか
10 0

全職員か,心理11な安全性を確保出来るよう

様々な意見の受容 共感をベースとした

事業所の雰口気をたヽするようにしている

第二者による外部評価を行い .Ill結果を業務改善につなげている

0｀ .

10 0

職員の資質の F・l上を図るために 研修を受講する機会や法人内等 でiЛ

修を開催する機会が確保されているか
10 0

適

切

な

支

援

の

提

11 適切に支援ブロクラムが作成 公表されてtヽるか 10 0

個々のことも こ対してアセスメントを適切に,い  こともと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で |1課後等デイサービス計画を

作成しているか .

9 1

全職員共有 月
^0の

上で作成するように

する

,課役等デイサービス計画を4成 する際には 児童発達支援管理責任

者だけでなく こともの支援に関わる職員が共通理解の下て ことも

の最曽の利益を考慮 t′ r_検討が行われているか

10 0

放課■等デイサービス計画が職員間に共有され 計画に沿つた支援が
行われているか

8 2

職員会議 朝″し等で児発管主導で共有を
4テつている.

―郡職員に周知出来ていない現状があるので

機会を設け 周知を続 イヒする

こともの適商 i動の状況を 標準化されr_ッ ールを用いたフォーマル

なアセスメントや 日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメン トを使用する等により確認しているか

8 2

フォーマルなアセスメン トは適宣保護者から情

報を頂き確認してしヽる.

―都鳴員に周知出来ていない現状があるので

機会を設け 周知を徹底イ|する

16

放課後等デイサービス:画にけ 放課後等デイサービスカイ トライン

の 1放課■等デイサービスの提

'す
べき支援」の 「本人支援J 「家

族支損J 「l・行支援J及ひ 咆 域支援 地域連携Jのねらい及び支

援内容も踏まえなから こともの支援に必要な項目か適切 (こ設定さ

れ その上で 具体的な支援内容が設定されているか

0

17 活動ブログラムの立案をチームで■つているか 0

活動フログラムが固定化 しないよう■大 しているか 0

事業所名

チェック項目 tヽ tヽえ 工夫 してしヽる点 課題や改善すべき点

5



供
　
　
　
．

こともの状
"Jこ

応して 個別活動と集□活動を遁宜組み合わせ (放誤
後等デイサービス計画をlF成 し 支案が行われているか

0

支霧瀾始莉には職員間で必ず打合せを行い その日行われる支工の内
容や役割分担について確認し チームで連携 して支援をiっ て tヽる
か

0

支援:キ了後には 職員間 で必ず打合せを行い その日行われた支握の
振り返りを行し、気付いた点等を共有しているか

9

次の日の朝礼にてイラっている その日の内に終礼け行つていないので

必ず萄 本共有連結をツール使用で

`子

ラ

日 の々支援に間して記It7を とることを ll底 じ 支援の検:■ 改善につ
なけているか

10 0

23
定期的にモニタリンクを行い 放課後等デイサービス計画の見直しC
必要性をll断 し 適t「な見直 t′ を行ってぃるか

10 0

24
放課■等デイll― ビスカイ ドラインの「 4つの基本活動 Jを複数組み

合わせて支援を行つているか
10 0

25
こともが自己選択できるような支援の■夫がされている等 自己決足
をする力を育てるための支援を行ってoヽるか

10 0

間

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機間との会議ど

そのこともの状況をよく理解した者が参画しているか
10 0

lt■の側建 医療 ti治医や協力医療機関写, 障害福■ ■育 教
育等の関係機関と連携して支援を行う体制を聖えているか.

10 0

23

学校との情報共有 (年間計画 行事予定等・
‐
交換 こともの ド校崎亥|

の確認等) 連絡調整 (送迎時の対応  トラフル発生時の連路)を適
tnに行つているか

0

就学前に利用していた保育所や幼稚園 認定ことも国 児童発達支援
事業所等との間で情報共有と相互理解

`こ

努めているか
0 1

担当者会議等で随時行っている。

30

学●を卒業 t′  放課後等デイサービスから障害拒祉サービス事業所等
へ移行する場合 それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か.

3 2

まだ対象児童がいな0'大況 .

地域の児童発達支援センターとの連携を図り 必要等こ応してスー
パーバイズや助言や

`修
を受ける機会を設サすているか

8 2

今後ことも吉1会等で行うことが出来るよう

にしたい

32
放課後児童クラブや児童館との交流や 地域の他のこともと活勁する

機会があるか
7 3

今現在特に機会を設けてt唸力つ たわ

今後Ix‐討してヽ現したい

(自立支援)協議会等枷 に参加しているか 10 0

曰頃からこともの状況を保護者と伝え合tヽ こともの発達の状況や課

題について共通理解を持つているか
0

家族の対応力の向上を図る観点から 家族に対して家族支援ブロクラ
ム (ヘアレン ト トレーニンク等)や家族等の参力]できる[■修の機会や

情報提供等を行つ こいるか

9 1

年1回家ま参加の合同活動の標は情 1長共有を

行つている

運営規程 支
=フ
ログラム 利用者負E等 について丁寧な説明を行っ

ているか
10 0

放謀後等デイサービス提供を牛成する際には こともや保護者の意志

の尊重 こどI・の最書の不[益の襲克考慮の観点を踏まえて こともや

家族の意向を確認する機会を設 l‐ているか

10 0

38
1放課後等デイサービス計画Jを示しなから支援内容の説明を行しヽ

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を写ているか
10

家族等からの子百ての悩み等に対するll談 ヒ適切 こ応 し 画まや必要

な助言と支援を行つているか
0



の

説

明

等

父母の会の活動を支

"す
ることや 俣護者会等を開催する等によつ

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか  また
きょうたい同■で交流する1議掟を設ける等の支援をしているか .

3

け0子評を得ているので定理的に行 tヽ たしヽ

もやR護者からの■時について 対応の体市Jを●・備するととも
1

走期的に通信等を発行することや HPや sNs等 を活用することによ
り 活動概要や行事予定 連絡体制等の情報をこと●.やI護者に対し
て発信しているか

1

こ1=帳システム インスタクラム等により随■
全体連絡 個81当Sを■つている

もっと錮かく頻繁に出来るようa●善検討必須

国人 1焉報の取扱しヽに十分・gl意 しているか 0

障害のあるこどもや保護者との意思の疎輌や情報伝達のための配慮を

しているか
0

事業,の行事 〔Ⅲ,住 民を招待する等 地域に開かれた事業運首を
区つているか

3 為 計画化・・図る

非

常

時

等

の

対

応

事故防止マニュアル 緊急時,“マニュアル 防犯マニュアル 1該菜
症,i応マニュアル等を策定 t′ 職員や家族等に周知するとともに 験
生を想定したコI練を実施してぃるか

0

業務継繊計画 (3CP,を 策定するとともに 非常災書の発生に備え
定動的に選難 赦出その他必要卿 練を行つているか

0

手前に 服栞や予防接極 てんかん発″等のことものボ況を確認して
るヽか

0

食物アレルギーのあることもについて 医lTの指示書に基づく対応カ
されているか

0

:成し その他必要

安全管理が十分された中で支援が行われているか

家族等べ周知しているか
0

ヒヤリツヽットを事業所内で共有し 再発防止に向けた方策について移
討をしているか

0

虐待を防止するため

ているか

適切な

'J応
をし

0

どのような場合にやむを得ず身体ll東を行うかについて 組織的に済

定し こともや保護者に事11に 十分に説明し了解を得た上で ,議

等デイサービス計画 〔記載してtヽるか

0



公_‐    保護者等からの事業所評価の集計結果

令和3年■月27日

(別征 4)

事静所名

回収数 35

保

護

者

へ

の

記

明

寺

1餃 課薇専デイサービスの提供すべき支援 |の i不人支援 J

専門熙員もおりま丁ので情報共有を日にしな

から 二相談 勉強会等の隼まつて
'J応

させ

てl● きます

支援言画にもある家|'支援としても保護

者ボからの相談 要望には陥
"対
応させ

て頂きます

lJて頂き こ暴庭 事業所で,おそ取らせて

nt、てぃます 候詳名うのこ都合の良い時間

にお電話や家庭罰 を行つています

きょう|_いへの支援がされ こいまりか



こともや家蘇からの相談や中入れについて ,価 の体制が整備され‐ るヽ
とともに こともや保護者 [対 してそのような場があること こつ tヽて

「
知 説明され 相 :ヽや■入れをした際 [迅速かつ遇切 [対応さltて しヽます
か

二どもやR護者との意思の政 i重や情報[達のための配慮がなされて tヽ ると

思いますか

こ速な対∫Jをいつもありがとうこざしヽます 学校とも密に追携を□つr.か ら素早く

'i応

し

保:=省様にも共有させ刊 貢い でおつまう

■|| 定期的に洒信やホームベージ SNS号 で 活動fltや 行事予r r路 林帝|
等の情 |=r・ 当愕に関する自己評価の′き実をこともヤ■護者 [,1し て発信さ

２
・
個人情

'『

の取扱t■[十分 [留意されていると思いますか

非

ヽ

晴

等

の

対

応

．

●

・

事業rrで は 事故防止マニュ刀 レ 緊急時,1応マニュアル 防犯マニュア

ル 感臭症対応マニュアル
=が
策定され 景諄者 こ周,0 説明されていま

すか また 発生を炒定した1幅が冥樋されていま,か

′
事業PIで は '1常 災書の発生に備え 定用Ⅲ こ進難 救当●・●地 必要な]

練が行わオ1で 1ヽますか

ており 内1
回は柳】消防暑様立ち合いてこ協力頂いてい

ます

事■所よつ こともの安全を確保するための:1面 につい で伺
'Jさ

れる寺

安全の確保か |`)[行 われた上で支援が行われていると思 tま
'か

事故等 (屋我等そ含む 〕が発生 tた際に 事業所から速やかな違峰キ●手

故が発生した嗅の状況等について説

"が
さイ1で t,ると思●ヽますか

こともは,.●■をもつて週所してtヽますか

●心t,て通所てきてし
'ま
す

ホール こJたること['iする恐怖感がまた

ある

しつ力.りいうんな場画で指導していたたい

ているので責しして道わせられこいま●

全ての児蘇 か
=心
して来所して頂けるよつ

表情

同慢 ,心せず努めさせて頂きますのでご自宅で

の些細な変 |ヒ等ありましたらすぐご連絡下さ

こともよE●lをヽしみにしていますか

とでも楽しみに t′ (t,ます

行くと楽しそうです

色んなイベントもして頂いて楽しく通つて

います
年度はさら

=ご
期待Tさ ιヽ

弱業rTの支援に満足していますか

とでもヽ足しています

いつもありヽとラ
=さ
います 年賀状も誕

生ヨカートもにしtヽです

も 1も してしヽたたけて助かつています tヽ

つもJ.つかとつごさいます

全児童さんが実

'モ
輌所し

'心
t全に業しく

過ごす事が出来るよう議員―祠誠Ё誠意努め

て,,「す 今後共賞しくお願titt tま す

満

足

度


